
今回の敷地は春日駅から徒歩��分くらいで到着できる場所

です。そして、隣に公園があるし、段差が高いので、風景もい

いですから、特徴がたくさんあるところと思います。

それに、この敷地の周りが住宅がおおいので、日常的な風景

がよく見えるでしょう。日常生活という風景は私たちの人生

の大半に占めますけど、それを味わる人が少ないと思いま

す。例えば、子供たちの遊びとか、隣さんとのあいさつとか、

そういう日常的な風景を意識してほしいですから、どうやっ

てそのような風景を建築の中に取り込みますかということを

考えて日常性を意識できる家を目指しました。

日常性を意識することができる家
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この辺に住んでいる人たちの動き
も見えるということで、このまちと
の関係をつなぐようになりました。

N AT U R E

風、光や雨などの自然要素がたて
ものの中に取り込んで自然との境
界が消えるようになりました。

FA M I LY

声と視線が伝えられるスペースを
デザインすることによって、家族と
の関係も築くようになりました。
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CONCEPT
今回の設計に設定した条件は建築面積が１０５平米、床面積が���平米にしました。この条件によってボリュームを決めてから、周りと呼応する形に作りました。この辺に段差

がたかくて、坂道がおおいから、建築はそれを合わせて勾配１：１０の緩くて斜めなやねをデザインしました。そこに座って周りの風景を眺めることができるようになりました。さ

らに、公園の側の壁と屋根が穴をあけることで、風や光などの自然と日常的な風景が建築の中に取り込んで、外との境界を消しました。最後に、建築中の空間も工夫しました。

屋根と室内の空間をそれぞれ考えました。どこにも視線や声などが伝えることができるように、室内にもたくさんの窓を配置して、家族の動きを意識することができる家設計し

ました。
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